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 オーロラのあの美しさは、写真ではなかなか伝わらない。北極圏の雪原で肉眼で見るオーロラは、実に変幻自

在で、奥行きや立体感も感じることができる。しかし、旅行者がオーロラに出会うチャンスは決して高くはなく、

天候や太陽活動の周期にも大きく影響される。私が、スウェーデンの北極圏にオーロラカメラを設置したのは、

常に東京からオーロラの撮影を可能にする為である。 

 7000km 離れた遠隔地に設置した、デジタル一眼レフカメラを遠隔操作できるこのシステムは成功した。現在ま

でに約 100万枚の画像（すべてにオーロラが写っているわけではない）を得ることができた。そのすべての写真

が平面での画像で、立体的には見えない。オーロラは、超高層大気（地上から約 200-600km）に、立体的な構造

を持つ発光現象だ。地上で 5-10km 離れた場所から、同じオーロラを同期撮影できれば、原理的には「オーロラ

のステレオグラム」の撮影が可能なはずである。 

 左の図は、仮にオーロラ離れた地点から、

オーロラの実体（オーロラディスプレイ）を、

同期観測できた場合の概念図である。 

 

Ａ；観測者（Ａ）  
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Ｃ；オーロラの実体の直下の地上（地面） 

Ｄ；オーロラの実体（オーロラディスプレイ） 

 

 例えば、観測者Ａからオーロラ実体までの

距離は、単純な水平距離（Ａ－Ｃ）では決ま

らない。オーロラの発生している地平高度

（Ｃ－Ｄ）が重要になる。オーロラの高さは

通常地上から 200-600km 程度である。仮に、

約 150km 離れた地点上空の、下端高度約

200km のオーロラを観測する場合、観測者Ａ

とオーロラの距離（Ａ－Ｄ）は約 250km とな

る。観測者Ｂからもほぼ同じとみなした場合、

観測者ＡとＢは、どのぐらい離れていれば、

ステレオグラムの撮影が可能だろうか？ 

 一般に遠くにある物体（山や建物）をステ

レオグラム化するには、撮影者との直線距離

の約 1/30ずらして撮影する必要があると言われている。250km の 1/30 は、約８kmである。これは大雑把な計算

で、オーロラの出現高度にもよるが、およそ 5-10km 離れた２地点で同期観測（撮影）をすれば、オーロラのス

テレオグラムは成功する可能性がある。是非やってみたい！（機材費用と出張旅費があれば・・・） 

しかしこの観測には、機材・乗用車・通信手段（無線や携帯電話）が少なくとも二組必要である。氷点下 40℃

以下になる、厳寒の北極圏では容易なことではない。車のエンジンが止まったら、そのまま凍死する恐れもある。

もっと簡単な方法はないだろうか？こういう場合、とにかくよく考えることが必要だ。     （つづく） 


